
市長所信表明（令和７年５月 27日） 

 

議長のお許しをいただきましたので、第 123回定例会の議案上程とその審議をお願

いする前に、４月 27日に執行されました市長選挙の結果、４期目をスタートさせて頂

くこととなりましたので、私の市政運営に対する所信の一端を申し上げ、市民の皆

様、議員の皆様方のご理解とご協力を賜りたいと存じます。 

さて、この度の選挙期間では、市内 156自治会を隈なく回らせていただきました。

その中でも人口減少が進んでいる自治会を訪れた時に住民の方から「自治会を存続し

ていけるのか不安だ」「農地を守っていく担い手がいない、農業を続けられないと地域

を守れない」といった切実な声を数多く聞かせていただき、改めて市民の皆様の思い

を胸に刻んだところであります。 

また、新病院への期待は、まさに選挙期間中に最も多く寄せられた声のひとつでし

た。高齢者の方からは「一日でも早く安心して受診できる新病院を整備してほしい」、

若い世代の方からは「出産できる病院があると将来、夢や希望が持てる」など、新病

院の整備は地域の未来に向けた強い希望となっていることを、私自身が肌で感じたと

ころであります。 

本日、この宍粟市議会本会議場に立ちますと、宍粟市の市政運営を担う重責に、ま

さに身の引き締まる思いとともに、市民の皆様の切実な思いをしっかりと受け止め、

これからの４年間、市民の将来への不安の解消に向けて、一段ずつ階段を着実に上が

っていかなければならないと強い信念を持って取り組んでいくことを決意したところ

であります。 

私の４期目にあたりまして、５つのビジョンに基づき市政運営の方針を申し上げま

す。 

 

１つ目は「地域医療体制の充実」であります。新病院は、現病院から引き続き安全

で安心できる医療環境を提供し、市民の健康を守る重要な役割を担うとともに、若者

や高齢者の皆様の夢や希望となり、市全体の活力の源となるエンジンの役割としても

期待するところであり、令和 10年３月の完成をめざして、着実に整備を進めてまいり

ます。また、医師の確保や持続可能な経営体制の構築に全力で取り組んでまいりま

す。特に周産期医療・小児医療の継続、充実をはじめ、医療現場のデジタル化や医師

会との連携を強化し、「安心して暮らせる宍粟」を支える医療体制を実現してまいりま

す。 

 

２つ目は、「子育て・教育環境の充実」であります。子どもたちの健やかな成長は、

まちの未来そのものです。子どもたちの命と健康を守るため、小中学校の体育館の空
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調整備を早期に実現していくとともに、地元食材を活用した学校給食を継続してまい

ります。また、安心して子育てができる環境の整備は、若い世代にとって希望を持て

る要素の一つであり、妊娠、出産、子育て、それぞれの場面において寄り添う伴走型

の子育て支援を進めてまいります。 

 

３つ目は、「地域資源を生かしたまちづくり」であります。宍粟の誇る森林、スキー

場、カヌー競技場、そして文化・観光資源であるもみじ山などを活用し、宍粟市のフ

ァンの獲得をめざしてまいります。また、農業従事者の高齢化・担い手不足への対策

として、市外在住者や新規就農者の呼び込みやマルチワークを取り入れる「特定地域

づくり事業協同組合」の設立をめざし、地域に根ざした生業の創出に取り組みます。 

 

４つ目は、「まちづくりはひとづくり」を原点に地域の活動を推進します。市民の皆

様の技術、経験、知恵を次の世代へつなぐ仕組みづくりを推進し、生涯学習の機会の

拡充や地域活動の継承を支援してまいります。たとえ人口減少の潮流にあっても、地

域住民の皆様が地域に誇りを持ち続け、心豊かに暮らせる地域の実現に向けて、地域

活動を応援し伴走してまいります。 

 

５つ目は、健全な行財政運営であります。財政の安定化を図るため、財政支援のあ

る有利な起債の活用や国・県への財政支援の要請、事務事業の見直しや選択と集中を

進めます。また、行政手続きのデジタル化を通じて市民サービスの利便性の向上を図

るなど持続可能な行政運営をめざします。これらの取組においては、職員と共に知恵

を出し合い、一丸となって市政の舵取りを進めてまいります。 

 

私は平成 25年に市長に就任して以来、市民の皆様との「対話」を大切にして、常に

現場主義を貫ぬいてまいりました。市民の「声」を聴き、行政が出向いて共に考え、

共に汗を流して、宍粟市が抱える課題に対し果敢に挑戦してきました。この基本的な

姿勢を変えることなく、市政運営にまい進するとともに、合併から 20年の歴史を礎

に、これからの 10年、20年先を見据えて、市民一人ひとりが「住んでよかった」「住

み続けたい」と思えるようなまちとするために、市民の皆様をはじめ、地域、団体、

事業者の皆様、議会の皆様方と行政が共に考え、それぞれの立場で責任を果たしなが

ら、参画と協働のもとでまちづくりを進めてまいります。 

これからの４年間、全力で宍粟市の未来を切り拓いてまいる所存でありますので、

皆様の格別のご理解と、ご協力をいただきますようお願い申し上げ、私の所信といた

します。 
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